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　まちキャンのまちなかカフェでは、飲み物にもこだわり、本格的なものを提供したいと考えています。この体験
講座においても、一流店のおいしい飲み物を出したいと考え、スターバックス様に協力を依頼しました。いれたて
のコーヒーをポットで配達していただき、体験講座会場でスターバックススタッフがカップに注いで提供するとい
うスタイルをとることで、本格的なコーヒーを提供できたことはもちろん、本当にカフェに来ているような空間を
作ることができました。
　そして準備万端で迎えた当日。両日とも天候に恵まれ、大きなトラブルもなく講座を始めることができました。
事前申込の方々の出席率は100％！その他、コーヒーのいい香りに誘われて通りがかりに足を止める方も目立ち、用
意した客席は満席になりました。初日の「デザインとして考える天気記号の世界」は、天気記号のうんちくや、様々
な雲の形、気象予報のちょっとした裏話などの後、天気記号を使ったビンゴゲームを行いました。翌日の「見て触
れて感じるプロダクトデザインの世界」では、珍しくて面白いプロダクト製品をテーブルに並べ、そのデザインに
まつわる話を聞きながら、受講者が実際に触れてみることができました。どちらの講座も大盛況となり、確かな手
応えを感じながら終了となりました。
　受講者からのアンケート結果では、実に100％の方から“満足した”という回答を得ることができた反面、「会場が
騒々しかった」「通行人が多く落ち着かなかった」といった講座環境に関する不満が目立ち、今後の課題となりま
した。また、事前申込者が思いのほか少なかったことも、広報の仕方、講座の見せ方にさらなる工夫が必要である
と痛感させられました。
　初めて体験講座を実施してみて、カフェスタイルの講座のイメージや具体的な課題を把握できたことが、大きな
収穫となりました。今後ともまちキャンがオープンするまでに、できる限り多様なパターンの体験講座を実施して
いきたいと考えています。
　最後に、体験講座の開催にあたり、９月18日（土）長岡技術科学大学で実施された「てくみゅカフェ」を見学さ
せていただき、大いに参考となりましたことを、この場をお借りしてお礼申し上げます。
　　　 　　　　
　　　
10月23日（土）開催
「デザインとして考える天気記号の世界」
　　　　
10月24日（日）開催
「見て触れて感じるプロダクトデザインの
世界」
　　　
　　　
スターバックス様にコーヒーを提供してい
ただきました。
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Ⅹ　おわりに
　まちキャンで行う事業には、すべてに次のエッセンスが組み込まれています。
～「まちなかキャンパス長岡」は、こんなことを考えています。～
１　みんなが「まちなかキャンパス長岡」の学生です
子どもから大人まで、誰でも気軽に受講でき、自由に学べる。
まちなかキャンパス長岡は「みんなの大学」です。
２　「まちなかキャンパス長岡」には卒業がありません
学ぶことで学びたくなる。自らデザインして、自ら学ぶ。
まちなかキャンパス長岡は、ライフワークとしての学びを提案します。
３　「教わる」から「教える」、「学ぶ」から「伝える」へ　
「教わる」「学ぶ」が楽しいまちづくり
まちなかキャンパス長岡は、個人が学んだ成果を社会に活かす
「学びの循環型社会」を目指し、地域や社会で活動したり、
まちづくりに生かすことができる人材養成を目指した事業を展開して参ります。
　まちなかキャンパス長岡がこれらの想いを実現できる場所になることを信じて、検討を進めて参ります。
